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委員会活動のレポート

総
務
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

１　
調
査
年
月
日

　

令
和
元
年
７
月
１６
日

２　
調
査
委
員

　

委 

員 

長　
　

吉
田　

峰
一

　

副
委
員
長　
　

花
井　

泰
子

　

委　
　

員　
　

五
十
嵐
捷
爾

　

委　
　

員　
　

成
澤　

五
郎

　

委　
　

員　
　

笠
松　

悦
子

　

委　
　

員　
　

松
井　

盛
泰

　

委　
　

員　
　

木
村　
　

一

　

委　
　

員　
　

山
田　

顕
人

　

委　
　

員　
　

谷
口　

康
之

３　
調
査
事
項
・
調
査
意
見

知
内
高
校
は
全
日
制
普
通
科

２
間
口
で
、
学
校
教
育
目
標
の

実
現
の
た
め
に
明
確
な
学
校
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
、
渡
島
西

部
の
拠
点
校
と
し
て
家
庭
や
地

域
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
学

校
を
目
指
し
運
営
さ
れ
て
い
る
。

平
成
３０
年
度
の
進
路
実
績
は

国
公
立
大
や
私
立
大
、
専
門
学

校
等
へ
の
進
学
が
４７
％
を
占
め
、

残
り
の
５３
％
が
就
職
と
な
っ
て

お
り
、
各
年
度
で
多
少
の
変
動

は
あ
る
も
の
の
、
進
学
と
就
職

の
割
合
は
お
お
よ
そ
半
々
で
推

移
を
し
て
い
る
。

進
路
の
半
数
を
占
め
る
進
学

先
の
傾
向
と
し
て
は
、
以
前
は

専
門
学
校
へ
の
進
学
が
約
７
割

を
占
め
て
い
た
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
予
備
校
授
業
を
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
る
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
講
習
等
の
導
入
成
果
か
ら
、

こ
こ
数
年
は
進
学
の
半
数
以
上

が
四
年
制
大
学
等
へ
と
進
学
を

し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
学
業
に

加
え
て
、
多
種
多
様
な
部
活
動

も
盛
ん
に
活
動
を
し
て
お
り
、

伝
統
の
あ
る
野
球
部
や
吹
奏
楽

部
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が

個
々
の
目
標
に
向
か
っ
て
日
々

の
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令

和
元
年
７
月
１
日
現
在
の
在
籍

生
徒
数
は
１
６
３
名
（
男
１
０

１
名
、
女
６２
名
）
と
な
っ
て
お

り
、野
球
部
員
の
入
学
が
多
い
こ

と
か
ら
、男
子
生
徒
の
比
率
が
高

い
状
況
に
あ
り
、
今
後
は
、
女

子
生
徒
の
募
集
に
向
け
た
魅
力

発
信
も
必
要
な
こ
と
と
考
え
る
。

ま
た
、
入
学
者
の
出
身
中
学

校
を
見
る
と
、
地
元
知
内
中
か

ら
の
入
学
が
６２
名
（
３８
％
）、町

外
の
中
学
校
か
ら
の
入
学
が
１

０
１
名
（
６２
％
）
の
在
籍
と
な

っ
て
お
り
、
町
外
か
ら
の
入
学

者
が
増
加
、
知
内
中
か
ら
の
入

学
者
は
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。

生
徒
募
集
活
動
に
関
し
て
は
、

平
成
３０
年
度
か
ら
は
通
学
区
域

規
則
の
変
更
に
よ
り
日
本
全
国

各
地
か
ら
生
徒
を
募
集
し
て
お

り
、
町
の
多
様
な
助
成
制
度

（
通
学
費
、
検
定
・
模
試
受
験
料
、

大
会
等
へ
の
遠
征
費
、
海
外
見

学
旅
行
、
海
外
短
期
留
学
、
民

間
下
宿
費
用
等
へ
の
助
成
）
の

Ｐ
Ｒ
に
よ
り
積
極
的
な
生
徒
募

集
を
行
い
、
北
海
道
外
で
は
愛

知
県
、
沖
縄
県
か
ら
２
名
の
生

徒
が
在
籍
す
る
な
ど
、
一
定
の

努
力
が
伺
え
る
が
、
今
後
も
引

き
続
き
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
海

外
見
学
旅
行
や
海
外
短
期
留
学

と
い
っ
た
制
度
を
十
分
に
ア
ピ

ー
ル
し
な
が
ら
、
近
年
、
入
学

者
が
減
少
の
傾
向
に
あ
る
知
内

中
学
校
と
の
連
携
を
一
段
と
深

め
、
進
学
先
と
し
て
選
択
さ
れ

な
い
こ
と
の
分
析
を
含
め
た
ア

知
内
高
校
の
生
徒
募
集
活
動

に
つ
い
て

専門学校
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ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
な

ど
、
よ
り
一
層
の
生
徒
募
集
対

策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
。

経
済
民
生
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
中
間
報
告

１　
調
査
年
月
日

　

令
和
元
年
７
月
１７
日

２　
調
査
委
員

　

委 

員 

長　
　

松
井　

盛
泰

　

副
委
員
長　
　

笠
松　

悦
子

　

委　
　

員　
　

五
十
嵐
捷
爾

　

委　
　

員　
　

成
澤　

五
郎

　

委　
　

員　
　

木
村　
　

一

　

委　
　

員　
　

吉
田　

峰
一

　

委　
　

員　
　

花
井　

泰
子

　

委　
　

員　
　

山
田　

顕
人

　

委　
　

員　
　

谷
口　

康
之

３　
調
査
事
項
・
調
査
意
見

「
も
の
づ
く
り
支
援
（
新
分

野
進
出
・
規
模
拡
大
等
支
援
事

業
）」
は
、新
分
野
進
出
な
ど
も

の
づ
く
り
産
業
等
の
振
興
が
図

ら
れ
る
事
業
で
あ
る
ほ
か
、
地

域
振
興
、
雇
用
及
び
事
業
の
発

展
性
が
期
待
さ
れ
る
事
業
に
支

援
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
の
大
き
な
特
徴
と
し
て

は
、原
則
と
し
て
新
規
雇
用（
新

た
に
契
約
期
間
の
定
め
の
な
い

雇
用
）
を
採
択
要
件
と
し
て
定

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

補
助
率
及
び
補
助
上
限
額
は
、

平
成
３０
年
度
ま
で
は
、
補
助
率

１０
分
の
８
、補
助
上
限
額
５
，０

０
０
万
円
、
令
和
元
年
度
か
ら

は
、
補
助
率
１０
分
の
５
、
補
助

上
限
額
３
，
０
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

昨
年
ま
で
の
補
助
実
績
は
、

平
成
２８
年
度
に
つ
い
て
は
、
４

事
業
者
（
体
）
に
対
し
１
億
２
，

６
１
３
万
円
、
平
成
２９
年
度
に

つ
い
て
は
３
事
業
者
に
対
し
６
，

６
７
３
万
円
、
合
計
で
７
事
業

者
（
体
）
に
対
し
、１
億
９
，２

８
６
万
円
の
補
助
金
を
支
出
し

て
い
る
。

事
後
評
価
の
た
め
事
業
完
了

の
翌
年
度
か
ら
３
年
間
は
、
事

業
成
果
目
標
に
対
す
る
達
成
状

況
を
町
に
報
告
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
昨
年
度
ま
で
の
達

成
状
況
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
、

計
画
途
中
の
年
度
で
あ
る
も
の

の
、
９
事
業
者
（
事
業
１
件
に

つ
い
て
は
３
事
業
者
の
連
携
事

業
体
）
の
う
ち
、
達
成
率
９０
％

を
超
え
る
事
業
者
が
６
事
業
者

と
な
る
一
方
、
達
成
率
が
極
め

て
低
い
事
業
者
が
あ
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
事
業
費
２
，
５

０
０
万
円
を
超
え
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
中
小
企
業
診
断
士
に

よ
る
経
営
診
断
を
義
務
付
け
て

い
る
も
の
の
、「
も
の
づ
く
り

産
業
振
興
事
業
審
査
委
員
会
」

に
お
け
る
審
査
段
階
に
お
い
て
、

見
通
し
の
甘
さ
が
な
か
っ
た
か

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

３
事
業
者
の
連
携
体
事
業
に

つ
い
て
は
、
原
料
の
生
産
者
で

あ
る
第
１
次
の
事
業
者
で
は
、

達
成
率
が
１
０
０
％
を
大
き
く

超
え
て
い
る
も
の
の
、
原
料

加
工
を
す
る
第
２
次
の
事
業
者
、

最
終
的
に
製
品
を
製
造
す
る
第

３
次
の
事
業
者
へ
と
移
る
に
従

い
達
成
率
が
漸
減
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
携
事

業
体
で
あ
る
こ
と
の
意
義
及
び

狙
い
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
、
町

と
し
て
も
事
業
者
に
対
し
十
分

に
指
導
・
助
言
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

目覚ましい活躍を見せる部活動も大きな魅力

も
の
づ
く
り
産
業
振
興
事
業

（
も
の
づ
く
り
支
援
）の
現
状

に
つ
い
て
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ま
た
、
あ
る
事
業
者
に
お
い

て
は
、
職
員
の
確
保
が
難
し
か

っ
た
た
め
１
３
２
日
間
の
閉
店

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
完

了
か
ら
２
年
目
の
達
成
率
が
極

め
て
低
い
状
況
と
な
っ
た
。
町

と
し
て
も
事
業
者
に
対
す
る
指

導
を
強
化
し
、
改
善
計
画
を
提

出
さ
せ
る
な
ど
の
対
応
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
今
回
の
調
査
は
、
上

記
の
事
業
２
件
に
お
け
る
町
及

び
事
業
者
の
対
応
に
つ
い
て
回

答
が
あ
る
ま
で
、
継
続
審
議
と

す
る
こ
と
と
し
た
。

委員会活動のレポート

ものづくり産業振興事業とは

地域産業の維持と持続可能な発展のため、町行政のあら
ゆる施策について地域産業の活性化という視点を踏まえる
とともに、移住や定住、並びにＵターンの促進などによる
生産年齢人口の確保を前提として、地域産業の中核をな
す「ものづくり産業・商業・観光産業」を中心とした産業
振興を「雇用・担い手支援、人材育成、ものづくり支援、
企業立地支援、移住支援の５本の柱」により強く推進する
事業で、平成 27年に「知内町ものづくり産業振興条例」
を制定し、全体事業費として令和２年度までの６年間で
５億７千万円を見込み、これまでに各事業所や個人事業者
等へ３億２千万円の補助金を交付し、積極的に支援を行っ
てきました。

お
し
ゃ
べ
り
議
会
カ
フ
ェ
開
催

８
月
３０
日
㈮
に
、
第
６
回

「
お
し
ゃ
べ
り
議
会
カ
フ
ェ
」

を
役
場
庁
舎
内
の
北
島
三
郎
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

松
井
盛
泰
議
員
を
座
長
に
、

笠
松
悦
子
議
員
、
花
井
泰
子
議

員
の
出
席
と
町
民
１０
名
の
参
加

が
あ
り
、「
議
員
の
担
い
手
に

つ
い
て
」（
定
数
と
報
酬
に
つ

い
て
考
え
る
）
を
テ
ー
マ
に
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
町
民
か
ら
は
、
議

員
・
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
、

「
町
民
目
線
で
活
発
に
活
動
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
欲
し

い
」「
本
会
議
で
の
議
論
が
少

な
い
。
事
前
の
全
員
協
議
会
で

の
議
論
を
知
ら
せ
て
欲
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
議
員
と
し
て
の
責

務
を
忘
れ
て
い
な
い
か
」「
町

民
の
た
め
に
働
く
公
僕
だ
と
い

う
自
覚
が
見
え
て
こ
な
い
」
と

い
う
厳
し
い
も
の
か
ら
、「
町

民
の
期
待
に
応
え
る
働
き
が
見

え
れ
ば
、
報
酬
を
上
げ
て
も
構

わ
な
い
」
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

テ
ー
マ
以
外
に
も
、「
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
情
熱
を
持
っ

た
若
い
人
が
少
な
く
な
っ
た
」

と
、
現
状
を
憂
う
声
も
あ
り
ま

し
た
。 

第
７
回
は
、
１１
月
８
日
㈮
に

し
り
う
ち
地
域
産
業
担
い
手
セ

ン
タ
ー
で
開
催
の
予
定
で
す
。

出
席
議
員
は
、
木
村
一
議
員

を
座
長
に
、
成
澤
五
郎
議
員
、

笠
松
悦
子
議
員
で
す
。

気
軽
に
意
見
が
話
せ
る
雰
囲

気
で
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

６回目のテーマは「議員の担い手に
ついて」
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